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・基本方針・分野別運用方針 

https://www.moj.go.jp/isa/applications/ssw/nyuukokukanri01_00132.html 
 
 
・２号特定技能外国人の業務内容に関する誓約書（参考様式） 

https://www.moj.go.jp/isa/applications/ssw/10_00020.html 
 
 
・特定技能２号の各分野の仕事内容（Job Description） 

https://www.moj.go.jp/isa/applications/ssw/10_00180.html  

令和８年８月５日 

 ２号特定技能外国人については、基本方針において、長年の実務経験等により身につけた熟達した技能

が求められ、現行の専門的・技術的分野の在留資格を有する外国人と同等又はそれ以上の高い専門性・技

能を要する技能であって、例えば自らの判断により高度に専門的・技術的な業務を遂行できる、又は監督

者として業務を統括しつつ、熟練した技能で業務を遂行できる水準のものと定められています。当該水準

に基づき、２号特定技能外国人については、各特定産業分野の分野別運用方針において、「複数の作業員を

指導」や「工程を管理する業務」等が従事する業務として定められており、技能実習生や１号特定技能外

国人の方と従事する業務が異なります。 

８月２０日（木）以降については、在留諸申請時に２号特定技能外国人が従事する業務内容と技能実習

生又は１号特定技能外国人が従事する業務内容の違いや、２号特定技能外国人から指導を受ける対象者等

を確認するため、「２号特定技能外国人の業務内容に関する誓約書（参考様式）」をご提出いただくことと

なります。 

なお、記載内容と実際の内容に相違がある場合、在留資格が取り消される可能性があるほか、虚偽の内

容を記載した場合、特定技能所属機関としての欠格事由に該当するなど、在留資格認定証明書の交付又は

在留諸申請の許否に大きく影響するため、当該参考様式の留意事項にもご確認の上、具体的に記載するよ

うお願いいたします。 

また、各特定産業分野の２号特定技能外国人の従事できる業務内容については、特定技能２号の各分野

の仕事内容（Job Description）にも記載しておりますので、必要に応じてご参照いただくようお願いい

たします。 
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